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項 目 要  約 

１．研究の概要 有害度の高い全ての長寿命核分裂生成物（ＬＬＦＰ）に対し、そ

れらを含む新規の減速材入りターゲット要素を開発し、それを用い

るシステムの核変換率、炉心核熱特性、安全性の評価、ターゲット

の物性測定、製造技術、ＬＬＦＰ回収技術、核データの高精度評価

手法等の要素技術開発を遂行し、全体システムの最適化、照射試験

計画策定を行う。また、実用化段階の大型高速炉に対して、本ＬＬ

ＦＰ核変換システムの適用性を評価し、従来に比べて飛躍的に高い

効率を有するＬＬＦＰ核変換システムを開発することを目的とし

て、以下の研究開発を行う。 

１）ＬＬＦＰ核データの収集・評価

２）高速炉での核変換ターゲット集合体の配置、交換法

３）ＬＬＦＰターゲットを含む高速炉の炉心特性

４）核変換ターゲット集合体の構造設計

５）大型高速炉での適用性評価

６）核変換ターゲット構成材料の物性

７）核変換ターゲットの製造

８）ＬＬＦＰ回収技術の検討

９）照射試験計画

１０）社会科学的意義

２．総合評価 
Ａ

放射性廃棄物の有害度を低減するにあたり、マイナーアクチニド

だけでなく、ＬＬＦＰの核変換も重要な課題であり、ＬＬＦＰ６核

種を対象とした核データの取得、ターゲット材の物性、炉心特性、

回収技術等、多方面から包括的に取り組んでおり、高速炉を活用し

て効率よく核変換を行うシステムが構築されることに期待ができ

る。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


